


記号 番号 略記号

1 形溝据直し工L （ 段 零）300B/ E/ / 一般部 （ ）LR30BS

2 〃 〃 〃 砕石基礎再利用 （ ）LR30BSR

3 形溝据直し工 （ 段 零） 切下げL 300E/ / （ ）LR30ES

4 砕石基礎再利用 （ ）LR30ESR

5 街渠工 型155(105) （切下げ乗り入れ部） 155(105)EE2

6 〃 〃 〃 〃 砕石基礎再利用 155(105)EE2R

7 街渠工 型155(105) （切下げ乗り入れ部） 155(105)EB2

8 〃 〃 〃 〃 砕石基礎再利用 155(105)EB2R

9 街渠工 型155(105) （切下げ乗り入れ部） 155(105)EB5

10 〃 〃 〃 〃 砕石基礎再利用 155(105)EB5R

11 街渠工 型155(105) （切下げすり合わせ部） 155(105)EE5-2

12 〃 〃 〃 〃 砕石基礎再利用 155(105)EE5-2R

13 街渠工 型155(105) （切下げすり合わせ部） 155(105)EB5-2

14 〃 〃 〃 〃 砕石基礎再利用 155(105)EB5-2R

15 街渠工 型155- 1S(105-1S) （切下げ乗り入れ部） 155(105)-1S

16 〃 〃 〃 砕石基礎再利用 155(105)-1SR

17 街渠工 型155 （切下げすり合わせ部） 155EB15-5

18 〃 〃 〃 〃 砕石基礎再利用 155EB15-5R

19 街渠工 型105 （切下げすり合わせ部） 105EB10-5

20 〃 〃 〃 〃 砕石基礎再利用 105EB10-5R

21 街渠工 型205 （切下げ乗り入れ部） 205EE2

22 〃 〃 〃 〃 砕石基礎再利用 205EE2R

23 街渠工 型205 （切下げ乗り入れ部） 205EB2

24 〃 〃 〃 〃 砕石基礎再利用 205EB2R

25 街渠工 型205 （切下げ乗り入れ部） 205EB5

26 〃 〃 〃 〃 砕石基礎再利用 205EB5R

27 街渠工 型205 （切下げすり合わせ部） 205EE5-2

28 〃 〃 〃 〃 砕石基礎再利用 205EE5-2R

29 街渠工 型205 （切下げすり合わせ部） 205EB5-2

30 〃 〃 〃 〃 砕石基礎再利用 205EB5-2R

工　　種

参考

一般ブロック ㎝ ㎝ 本斜10 -5 1

一般ブロック ㎝ ㎝ 本斜15 -5 1

一般ブロック ㎝ ㎝ 本斜5 -2 1

乗入ブロック ㎝ ㎝ 本斜5 -2 1

一般ブロック ㎝出5

一般ブロック ㎝出2

乗り入れブロック ㎝出2

参考

一般ブロック ㎝ ㎝ 本斜5 -2 1

乗入ブロック ㎝ ㎝ 本斜5 -2 1

一般ブロック ㎝出5

一般ブロック ㎝出2

乗入ブロック ㎝出2



記号 番号 略記号

31 街渠工 型205 （切下げすり合わせ部） 205EB20-5

32 〃 〃 〃 〃 砕石基礎再利用 205EB20-5R

33 街渠工 型 （一般部）206 （２０６ ）B

34 〃 〃 〃 基礎再利用 （２０６ＢＲ）

35 街渠工 型206 （２０６Ｃ）

36 〃 〃 〃 基礎再利用 （２０６ＣＲ）

37 街渠工 型206 Ⅰ（２０６Ｅ ）

38 〃 〃 〃 Ⅰ基礎再利用 （２０６Ｅ Ｒ）

39 街渠工 型206 Ⅱ（２０６Ｅ ）

40 〃 〃 〃 Ⅱ基礎再利用 （２０６Ｅ Ｒ）

41 街渠工 型206 Ⅲ（２０６Ｅ ）

42 〃 〃 〃 Ⅲ基礎再利用 （２０６Ｅ Ｒ）

43 街渠工 型206 Ⅳ（２０６Ｅ ）

44 〃 〃 〃 Ⅳ基礎再利用 （２０６Ｅ Ｒ）

45 街渠工 型206 Ⅴ（２０６Ｅ ）

46 〃 〃 〃 Ⅴ基礎再利用 （２０６Ｅ Ｒ）

47 街渠工 型206 Ⅰ（２０６斜 ）

48 〃 〃 〃 Ⅰ基礎再利用 （２０６斜 Ｒ）

49 街渠工 型206 Ⅱ（２０６斜 ）

50 〃 〃 〃 Ⅱ基礎再利用 （２０６斜 Ｒ）

51 街渠工 型206 Ⅲ（２０６斜 ）

52 〃 〃 〃 Ⅲ基礎再利用 （２０６斜 Ｒ）

53 街渠工 型206 Ⅳ（２０６斜 ）

54 〃 〃 〃 Ⅳ基礎再利用 （２０６斜 Ｒ）

55 街渠工 型206 Ⅴ（２０６斜 ）

56 〃 〃 〃 Ⅴ基礎再利用 （２０６斜 Ｒ）

57 街渠工 型206 Ⅵ（２０６斜 ）

58 〃 〃 〃 Ⅵ基礎再利用 （２０６斜 Ｒ）

59 街渠工 型206 Ⅶ（２０６斜 ）

60 〃 〃 〃 Ⅶ基礎再利用 （２０６斜 Ｒ）

参考

Ⅱ（切下げ乗り入れ部） 型

Ⅰ（切下げ乗り入れ部） 型

一般ブロック ㎝ ㎝ 本斜20 -5 1

Ⅱ（切下げすり合わせ部）斜 型

Ⅰ（切下げすり合わせ部）斜 型

Ⅴ（切下げ乗り入れ部） 型

Ⅶ（段差解消すり合わせ部）斜 型

Ⅵ（段差解消すり合わせ部）斜 型

Ⅴ（切下げすり合わせ部）斜 型

Ⅳ（切下げすり合わせ部）斜 型

Ⅲ（切下げすり合わせ部）斜 型

（段差解消平坦部）

参考

工　　種

Ⅳ（切下げ乗り入れ部） 型

Ⅲ（切下げ乗り入れ部） 型



記号 番号 略記号

61 街渠用集水桝工 型206 装鉄製蓋 Ⅰ（ＧＭ２０６ ）

62 〃 〃 〃 Ⅰ（ＧＭ２０６ Ｇ）

63 街渠用集水桝工 型206 装鉄製蓋 Ⅱ（ＧＭ２０６ ）

64 〃 〃 〃 Ⅱ（ＧＭ２０６ Ｇ）

65 街渠用集水桝工 型206 装鉄製蓋 Ⅳ（ＧＭ２０６ ）

66 〃 〃 〃 Ⅳ（ＧＭ２０６ Ｇ）

67 街渠用集水桝上部改造工 型206 装鉄製蓋 Ⅱ（ＧＭ上改 ）

68 〃 〃 〃 Ⅱ（ＧＭ上改 Ｇ）

69 雨水浸透桝工 レインステーション L=2000 W=900 （浸レ２０９）

70 雨水浸透桝工 レインステーション L=3000 W=900 （浸レ３０９）

71 雨水浸透桝工 レインステーション 部材 （浸レ部材）

72 （浸ます 河下）-

73 アスコン舗装工 （総厚 ）150 （ＡＳ１０ ５Ｒ）-

74 （総厚 ） 真空工法300 （Ｃｏ車１５－１５）

75 （総厚 ）180 （ＴＡＳ３－１５）

ギャップアスコン舗装工 （厚 ）76 100 （ １０）GAS

車道 舗装工 （総厚 ）77 ILB 400 （ ８－３２）ILB

半たわみ性舗装工78 （半 １５－４５）AS

半たわみ性舗装工79 （半 ２０－４０）AS

自然石舗装工80 （天然石８－５２）

自御影石舗装工81 （白御影８－１２）

自御影石舗装工82 （白御影８－５２）

83 標識板設置工 （規制予告） （標予）

84 排水性舗装工 （厚　 ）150 排水性 ）( 15

85 保水性舗装工 （厚　 ）100 （保水性 ）10

86 （厚　 ）50 （ＴＡＳ５ ）R

87 （厚　 ）100 （ＴＡＳ１０ ）R

88 （総厚　 ）300 （ＴＡＳ５－２５）

89 （総厚　 ）400 （ＴＡＳ１０－３０）

車道透水性アスコン舗装工

車道透水性アスコン舗装工

車道透水性アスコン舗装工

車道透水性アスコン舗装工

（戸越銀座・路側部）

参考

工　　種

Ⅰプレキャスト 型

（サクセス通り・歩道一般部、切下げ部）　

（旧東海道・車道）

（戸越銀座・車道）

（旧東海道・路側部）　

参考

歩道透水性アスコン舗装

細目グレーチング ノンスリップタイプ( )

細目グレーチング ノンスリップタイプ( )

細目グレーチング ノンスリップタイプ( )

細目グレーチング ノンスリップタイプ( )

車道コンクリート舗装工

道路浸透ます 河川下水( )

Ⅳ現場打ち 型H=800 

Ⅱプレキャスト 型

















































































（ 補充材） ＲＭ－４ ０

ＲＭ－４ ０

　 再生粗粒度アスフ ァ ルト混合物　 　 　 　 ０ ． １ １ ７ ５ ｔ

　 再生粒度調整砕石　 ＲＭー４ ０ 　 　 　 　 ０ ． ０ ５ ０ ０ m3
　 補充材 再生粒度調整砕石　 　 ０ ． ０ ５ ０ ０( ) ( RM-40)  m3

アスコ ン舗装工（ 総厚１ ５ ０ ） 　 Ｓ＝１ ／５

　再生密粒度アスフ ァ ルト混合物　 　 　 　 ０ ． １ １ ６ ５ ｔ

　 タ ッ ク コ ート 　 　 　 Ｐ Ｋ－４ 　 　 　 　 　

　 プラ イムコ ート 　 　 Ｐ Ｋ－３

略 記 号 工種記号 整理番号

参 ７ ３（ Ａ Ｓ１ ０ －５ Ｒ ）

50

15
0

50
50

タ ッ ク コ ート工： アスフ ァ ルト乳剤（ ） ～ ㎡を標準と する。PK- 4  0. 3 0. 6ℓ /
　 ・ 交通解放する場合

　 　 切削打替え・ オーバーレイなどで切削面や既設路面上の舗設する場合： ㎡を標準と する。0. 6ℓ /
　 ・ 汚さ ずに数日後表層を舗設する場合： ㎡を標準と する。0. 3ℓ /
　 ・ アスフ ァ ルト系下層の上に連続して舗設する場合： 0

プラ イ ムコ ート工： アスフ ァ ルト乳剤（ ） ㎡を標準と する。PK- 3  1. 2ℓ /

0. 05*2. 33=0. 1165

0. 05*2. 35=0. 1175

（ ㎡当り ）1. 0



整理番号工種記号略　 　 記　 　 号

RM-40

※ 真空工法
車道コ ンク リ ート舗装工（ 総厚 ） 　 ＝ ／300 S 1  10

参 ７ ４（ ＣＯ車１ ５ －１ ５ ）

Ｈ30-8- 20

　 溶接金網 ６ １ ． ０ ０ ０ ０          D                m2
　 再生粒度調整砕石　 ＲＭ－４ ０ 　 　 　 　 ０ ． １ ５ ０ ０ 　m3

　 コ ンク リ ート 　 ３ ０ －８ －２ ０ Ｈ　 　 ０ ． １ ５ ０ ０ 　  m3
　 プラ イムコ ート 　 　 Ｐ Ｋ－３

溶接金網 Ｄ ）( 6

11
70

80

15
0

30
0

15
0 25

0
25

0

50
0

150 150

300

27 27

144

90

プラ イ ムコ ート工： アスフ ァ ルト乳剤（ ） ㎡を標準と する。PK- 3  1. 2ℓ /

（ ㎡当り ）1. 0



ＲＣ－３ ０

　 し ゃ 断層用砂　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ０ ５ ０ ０       m3

　 開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　 　 　 ２ 号　 　 　 　 ０ ． ０ ５ ８ ５ ｔ

　 再生ク ラ ッ シャ ラ ン 　 　 　 ＲＣ－３ ０ 　 　 　 ０ ． １ ０ ０ ０ m3

歩道透水性アスコ ン舗装工 総厚 ＝ ／( 180)  S 1 5

略 記 号 工種記号 整理番号

参 ７ ５（ Ｔ Ａ Ｓ３ －１ ５ ）

30

18
010

0
50

0. 03*1. 95=0. 0585

（ ㎡当り ）1. 0



　 再生粗粒度アスフ ァ ルト混合物　 　 　 　 ０ ． １ １ ７ ５ ｔ

（ 補充材） ＲＭ－４ ０

補充材 再生粒度調整砕石　 ｰ 　 ０ ． ０ ５ ０ ０( ) (RM40)  m3

　 タ ッ ク コ ート （ Ａ ） Ｐ ＫＲ１ ～２ 　 　 　 ０ ． ８ ６ ０ ０ Ｌ

　 プラ イムコ ート 　 Ｐ Ｋー３ 　 　 　 　 　 　 １ ． ２ ６ ０ ０ Ｌ

（ ＧＡ Ｓ１ ０ ）

　 粗粒ギャ ッ プアスフ ァ ルト混合物 　 ０ ． １ １ ７ ５ ｔ( 13)

略 記 号 工種記号 整理番号

参 ７ ６

アスコ ン舗装工（ 厚 ） 　 ＝ ／100 S 1 5
（ ㎡当り ）1. 0

50

10
0

50



車道Ｉ Ｌ Ｂ舗装工（ 総厚　 ） Ｓ＝１ ／１ ０400
（ １ ㎡当り ）

　 ｲﾝﾀ ﾛーｯｷﾝｸﾞ ﾌﾞ ﾛｯｸ　 　 ブロ ッ ク 厚８ 　 １ ． ０ ０ ０ ０cm            m2
　 モルタ ル（ ： ） 　 ０ ． ０ ２ ０ ０1 3                              m3

　 再生粗粒度アスフ ァ ルト混合物　 　 　 　 ０ ． １ １ ７ ５ ｔ

　 プラ イムコ ート

再生密粒度

20
50

80

40
0

ＲＭ－４ ０

50

　 再生粒度調整砕石　 　 　 　 ＲＭ－４ ０ 　 　 　 　 　 　 ０ ． ２ ０ ０ ０ m3

略 記 号 工種記号 整理番号

参 ７ ７Ｉ Ｌ Ｂ８ －３ ２(  )

再生粗粒度

ＲＭ－４ ０

10
0

10
0

　 タ ッ ク コ ート

　 再生密粒度アスフ ァ ルト混合物　 　 　 　 ０ ． １ １ ７ ５ ｔ

タ ッ ク コ ート 工： アスフ ァ ルト 乳剤（ 又は ） ～ ㎡を標準と する。PK- 4 PKR- T  0. 3 0. 6ℓ /
　 ・ 交通解放する場合

　 　 切削打替え・ オーバーレイなどで切削面や既設路面上の舗設する場合： ㎡を標準と する。0. 6ℓ /
　 ・ 汚さ ずに数日後表層を舗設する場合： ㎡を標準と する。0. 3ℓ /
　 ・ アスフ ァ ルト系下層の上に連続して舗設する場合： 0

プラ イ ムコ ート工： アスフ ァ ルト乳剤（ ） ㎡を標準と する。PK- 3  1. 2ℓ /







ＲＭー４ ０

略 記 号 工種記号 整理番号

参

　 再生粒度調整砕石　 　 ＲＭ－４ ０ 　 　 　 ０ ． ４ ５ ０ ０ 　m3

　 再生粗粒度アスフ ァ ルト混合物　 　 　 　 ０ ． １ １ ７ ５ ｔ

自然石舗装工（ 戸越銀座・ 路側部） 　 Ｓ＝１／２ ０

（ 天然石８－５ ２ ）

　 天然石（ ） 　 　 　 　 　 　 　 １ ． ０ ０ ０ ０200× 100× 80 m2
　 ク ッ ショ ン材（ 敷砂） 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ０ ２ ０ ０ m3

　 プラ イムコ ート 　 　 　 Ｐ Ｋ－３

８ ０

80
45

0 60
0

プラ イ ムコ ート工： アスフ ァ ルト乳剤（ ） ㎡を標準と する。PK- 3  1. 2ℓ /

（ ㎡当り ）1. 0

20
50



ⅭＲ －３ ０

略 記 号 工種記号 整理番号

参

Ⅽ　 再生ク ラ ッ シャ ラ ン　 　 Ｒ －３ ０ 　 　 ０ ． １ ０ ０ ０ 　m3

白御影石舗装工（ サク セス通り ・ 歩道一般部、 切下げ部） 　 Ｓ＝１ ／２ ０

（ 白御影８－１ ２ ）

　 白御影石（ ） 　 　 　 　 　 　 １ ． ０ ０ ０ ０400× 300× 80 m2
　 ク ッ ショ ン材（ 敷砂） 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ０ ２ ０ ０ m3

８ １

80
10

0 20
0

（ ㎡当り ）1. 0

20



略 記 号 工種記号 整理番号

参

　 再生粗粒度アスフ ァ ルト混合物　 　 　 　 ０ ． １ １ ７ ５ ｔ

白御影石舗装工（ 旧東海道・ 路側部） 　 Ｓ＝１ ／２ ０

（ 白御影８－５ ２ ）

　 白御影石（ ） 　 　 　 　 　 　 １ ． ０ ０ ０ ０400× 300× 80 m2
　 ク ッ ショ ン材（ 敷砂） 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ０ ２ ０ ０ m3

８ ２

80

60
0

（ ㎡当り ）1. 0

20

　 タ ッ ク コ ート 　 　 　 　 Ｐ Ｋ－４

　 再生粗粒度アスフ ァ ルト混合物　 　 　 　 ０ ． １ １ ７ ５ ｔ

　 プラ イムコ ート 　 　 　 Ｐ Ｋ－３

　 再生粒度調整砕石　 　 ＲＭ－４ ０ 　 　 　 ０ ． ４ ０ ０ ０ 　m3

ＲＭー４ ０ 40
0

50

※ 　 ク ッ ショ ンゴム（ ） を使用する。 貼り 付け位置は、 監督員の指示によるこ と 。2× 19× 40
※ 　 目地砂は、 乾燥状態の砂を用いるこ と 。
　 　 目地詰めは、 目地砂が石材表面まで十分に充填さ れるまで作業を繰り 返して行う こ と 。

50



参（ 標予） ８ ３

略 記 号 工種記号 整理番号

標識板設置工（ 規制予告）

21
00

400
（ ）600

60
0

（
90

0）

ス テ ッ カ ー　 300× 50

通学路用管理番号札
50× 80

支柱（ キャ ッ プ付）
φ 60. 5× 3. 2× 3000

30
0

40

形　 状・ 寸　 法 単位

枚

材 料 数 量

　 　 （ １ 箇所当り ）

標　 識　 板

標　 識　 板 900× 600 枚

１ ． ０

支　 　 柱 φ 60. 5× 3. 2× 3000 本

600× 400

１ ． ０

１ ． ０ １ ． ０

ステッ カ ー 品川区　 300× 50 枚 １ ． ０ １ ． ０

通学路用管理番号札 反射型　 50× 80 枚 １ ． ０ １ ． ０

※ 　 標識板　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 アルミ 板ｔ ＝２ ． ０
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 反射シート （ カ プセルレンズ型）

S=1/ 20



略 記 号 工種記号 整理番号

参

　 再生粗粒度アスフ ァ ルト混合物　 　 　 　 　 ０ ． ２ ３ ５ ０ ｔ

排水性舗装工　 Ｓ＝１／２ ０

（ 排水性１ ５ ）

　 ポーラ スアスフ ァ ルト混合物　 　 　 　 　 　 ０ ． １ ０ ０ ０ ｔ

　 タ ッ ク コ ート （ 改質アスフ ァ ルト乳剤） 　 ０ ． ４ ３ ０ ０ L

８ ４

（ ㎡当り ）1. 0

50
10

0 15
0

（ 再生粗粒度 再生粒度調整砕石）As or  

　 タ ッ ク コ ート 　 　 　 　 Ｐ Ｋ－４ 下層： 再生粗粒度 ） ( As
　 プラ イムコ ート 　 　 　 Ｐ Ｋ－３ 下層： 再生粒度調整砕石） (

タ ッ ク コ ート工： アスフ ァ ルト乳剤（ 又は ） ～ ㎡を標準と する。PK-4 PKR-T  0. 3 0. 6ℓ /
　 ・ 交通解放する場合

　 　 切削打替え・ オーバーレイなどで切削面や既設路面上の舗設する場合： ㎡を標準と する。0. 6ℓ /
　 ・ 汚さ ずに数日後表層を舗設する場合： ㎡を標準と する。0. 3ℓ /
　 ・ アスフ ァ ルト系下層の上に連続して舗設する場合： 0

プラ イムコ ート工： アスフ ァ ルト乳剤（ ） ㎡を標準と する。PK-3  1. 2ℓ /



（ 補充材） ＲＭー４ ０

略 記 号 工種記号 整理番号

参

　 プラ イムコ ート 　 　 　 Ｐ Ｋ－３

　 改質アスフ ァ ルト乳剤　 　 　 　 　 ０ ． ４ ３ ０ ０ ＬPKR-1 PKR-2  

保水性舗装工　 Ｓ＝１／２ ０

（ 保水性１ ０ ）

　 浸透用保水性セメ ント ミ ルク 　 　 　 　 　 　 　 １ ２ ． ６ ０ ０ ０ L
　 ポーラ スアスフ ァ ルト混合物　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． １ ０ ０ ０ ｔ

　 再生粗粒度アスフ ァ ルト混合物　 　 　 　 　 　 　 ０ ． １ １ ７ ５ ｔ

８ ５

50 10
0

タ ッ ク コ ート工： アスフ ァ ルト乳剤（ 又は ） ～ ㎡を標準と する。PK-4 PKR-T  0. 3 0. 6ℓ /
　 ・ 交通解放する場合

　 　 切削打替え・ オーバーレイなどで切削面や既設路面上の舗設する場合： ㎡を標準と する。0. 6ℓ /
　 ・ 汚さ ずに数日後表層を舗設する場合： ㎡を標準と する。0. 3ℓ /
　 ・ アスフ ァ ルト系下層の上に連続して舗設する場合： 0

プラ イムコ ート工： アスフ ァ ルト乳剤（ ） ㎡を標準と する。PK-3  1. 2ℓ /

（ ㎡当り ）1. 0

50

　 （ 補充材） 再生粒度調整砕石ＲＭ－４ ０ 　 　 　 ０ ． ０ ５ ０ ０ ㎥

50



車道透水性アスコ ン舗装工 厚 ＝ ／( 50)  S 1 5

略 記 号 工種記号 整理番号

参 ８ ６（ Ｔ Ａ Ｓ５ Ｒ）

　 開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　 　 　 １ 号　 　 　 　 ０ ． １ ０ ２ ５ ｔ

　 補充材 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　 ＲＣ－３ ０ 　 　 ０ ． ０ ５ ０ ０( )  m3

（ 補充材） RC- 30

50

0. 05*2. 05=0. 1025

（ ㎡当り ）1. 0



（ 補充材） RC- 30

車道透水性アスコ ン舗装工 厚 ＝ ／( 100)  S 1 5

略 記 号 工種記号 整理番号

参 ８ ７（ Ｔ Ａ Ｓ１ ０ Ｒ）

　 開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　 　 　 １ 号　 　 　 　 ０ ． １ ０ ２ ５ ｔ

　 開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　 　 　 ２ 号　 　 　 　 ０ ． ０ ９ ７ ５ ｔ

　 補充材 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　 ＲＣ－３ ０ 　 　 ０ ． ０ ５ ０ ０( )  m3

50

10
0

50

0. 05*2. 05=0. 1025

0. 05*1. 95=0. 0975

（ ㎡当り ）1. 0



ＲＣ－４ ０

車道透水性アスコ ン舗装工（ 総厚 ） ＝ ／300  S 1 5

略 記 号 工種記号 整理番号

参 ８ ８（ Ｔ Ａ Ｓ５ －２ ５ ）

　 し ゃ断層用砂　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． １ ０ ０ ０       m3

　 開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　 　 　 １ 号　 　 　 　 ０ ． １ ０ ２ ５ ｔ

　 再生ク ラ ッ シャ ラ ン　 　 　 ＲＣ－４ ０ 　 　 　 ０ ． １ ５ ０ ０ m3

50

30
015

0
10

0

0. 05*2. 05=0. 1025

（ ㎡当り ）1. 0



ＲＣ－４ ０

車道透水性アスコ ン舗装工（ 総厚 ） ＝ ／400  S 1 5

略 記 号 工種記号 整理番号

参 ８ ９（ Ｔ Ａ Ｓ１ ０ －３ ０ ）

　 し ゃ断層用砂　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． １ ０ ０ ０       m3

　 開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　 　 　 １ 号　 　 　 　 ０ ． １ ０ ２ ５ ｔ

　 再生ク ラ ッ シャ ラ ン　 　 　 ＲＣ－４ ０ 　 　 　 ０ ． ２ ０ ０ ０ m3
　 開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　 　 　 ２ 号　 　 　 　 ０ ． ０ ９ ７ ５ ｔ

50

40
0

20
0

10
0

50

0. 05*2. 05=0. 1025

0. 05*1. 95=0. 0975

（ ㎡当り ）1. 0


